
電話：0254-53-2111（内線243）

村上市子ども・子育て

支援に関するニーズ調査票

ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

村上市　福祉課　子育て支援室

小学校児童

市民の皆さまには、日ごろから次世代育成支援行政にご理解とご協力をいただ

き、厚くお礼申しあげます。

本市では、子育て支援のための施策を実施しておりますが、子ども・子育て支援

法（平成24年法律第65号）に基づく新たな制度の下で、教育・保育・子育て支援の

充実を図るため、５年間を一期とする子ども・子育て支援事業計画を作成し、計画

的に給付・事業を実施することとなりました（平成27年度から実施予定）。

本調査は、この計画で確保を図るべき教育・保育・子育て支援の「量の見込み」を

市が算出するため、住民の皆さんの「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を調

査させていただくものです。

ご回答いただきました内容はすべて統計的に処理されます。 また、無記名でご

回答いただくため、お答えいただいた方の個人情報が漏れたり、ご迷惑をおかけし

たりすることは一切ございません。お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨を

ご理解いただき、ご協力をお願いいたします。

平成25年10月

村上市長 大滝 平正
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８．

選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従ってく
ださい。また「その他」をお選びいただいた場合は、（　　　）内に具体的な内容を
ご記入ください。

設問によってご回答いただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印
に従ってご回答ください。

年齢を記入する欄は、全て平成25年４月１日現在の満年齢をご記入ください。

ご記入いただきました調査票は、封筒に入れて１１月８日(金)までに学校の先生にお
渡しください。

［調査票のご記入にあたってのお願い］

就学前児童や小学生で兄弟や姉妹のいる場合は、あて名のお子さんについてご記入く
ださい。（小学生が複数の場合は、無作為抽出によりお一人を選んでいます。）

就学前児童と小学生の両方のお子さんがいる場合は、２種類の調査票をご記入いただ
くことになり、大変ご面倒をおかけしますが、ご協力のほどよろしくお願い致しま
す。

アンケートにはお子さんの保護者の方がご記入ください。

ご回答は、選択肢に○印をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく
場合があります。

村上市子ども・子育て支援事業計画

（５か年計画 H27年度～H31年度）

幼児期の学校教育・保育や地域の子育て支援について

・「量の見込み（現在の利用状況＋利用希望）」

・「確保方策（確保の内容＋実施時期）」

を記載

いただいた回答は地域の子育て支援の充実に生かされます

調査票を送付

回答

子育て家庭
村上市役所 村上市子ども・子育て会議等アンケート調査等により、子育て家

庭の子育て支援の利用状況や利用希
望等を把握

調査等によって把握された
利用希望等を考慮して、今
後の計画を策定

計画に基づいて整備

幼稚園、保育園、

認定こども園

小規模保育、
家庭的保育等

放課後児童クラブ、

地域子育て支援拠点事業、

一時預かり、

病児・病後児保育等

 



問 1

　１．村上地区 　 ２．荒川地区 ３．神林地区

　４．朝日地区 　 ５．山北地区 ６．その他（　　　　　地区）

問 2

 平成 年  小学  年生

問 3

人 平成 　 年 月生まれ

問 4

問 5

問 6

５. その他 （                          ）４. 主に祖父母

この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。
あてはまるものに○をつけてください。

１. 配偶者がいる ２. 配偶者はいない 　

あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。
続柄はあて名のお子さんからみた関係です｡あてはまるものひとつに○をつけてください。

１. 父母ともに ２. 主に母親 ３. 主に父親

お子さんの人数 　　末子の生年月

この調査票にご回答いただく方はどなたですか。
あて名のお子さんから見た関係でお答えください。あてはまるものひとつに○をつけてください。

１. 母親 ２. 父親 ３. その他（　　　　　　　　　）

あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。
また、お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月を□内に数字でご記入ください。
（数字は一枠に一字。）

あて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます｡

お住まいの地区はどちらですか。あてはまるものひとつに○をつけてください。

あて名のお子さんの生年月と学年を□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字。）

月生まれ
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問 7

  １． 日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

  ２． 緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

  ３． 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

  ４． 緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

  ５． いずれもいない

問7-1

1.

２.  祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

３.  祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４.  自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５.  子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６.  その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問7-2

1.

２.  友人・知人の身体的負担が大きく心配である

３.  友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４.  自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５.  子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６.  その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 8

　 　 　

　 　 　

子どもの子育てをめぐる環境についてうかがいます。

日頃、あて名のお子さんをみてもらえる人はいますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。

問７で「１．」または「２．」に回答された方にうかがいます。祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況
について、あてはまるものすべてに○をつけてください。

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、
安心して子どもをみてもらえる

問７で「３．」または「４．」に回答された方にうかがいます。友人・知人にお子さんをみてもらっている状況につい
て、あてはまるものすべてに○をつけてください。

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、
安心して子どもをみてもらえる

あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。
あてはまるものに○をつけてください。

１. いる

２. いない 問9 (P3) へ

次へ

次へ

問7-2 へ

問8 へ

問8 へ
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問8-1

1. 祖父母等の親族 ２．友人や知人

３. 近所の人 ４. 保健所・保健センター

５. 小学校教諭 ６．民生委員・児童委員

７. かかりつけの医師 ８.自治体の子育て関連担当窓口

９. その他（                                                      ）

問 9

問８で「１. いる」に回答された方にうかがいます。お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる
のは、誰（どこ）ですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。

子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポートがあればよいと思い
ますか。ご自由にお書きください。

村上市の観光キャ
ラクター「サケリン」

です！

名産の「鮭とお酒」、「人情
（なさけ）」の「サケ」から愛称的
に命名しました
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問 10

（１）母親　 あてはまるものひとつに○をつけてください。

１.

２.

３.

４.

５. 以前は就労していたが、現在は就労していない

６. これまでに就労したことがない

（１）-1 （１）で「１.～４.」（就労している）に回答した方にうかがいます。

週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間含む）」をお答えください。

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。）

日 　 時間

（１）-2 （１）で「１.～４.」（就労している）に回答した方にうかがいます。

家を出る時間と帰宅時間をお答えください。

時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

時間は２４時間制でお答えください。（例）０８時～１８時

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。）

時 　 時

（２）父親　 あてはまるものひとつに○をつけてください。

１.

２.

３.

４.

５. 以前は就労していたが、現在は就労していない

６. これまでに就労したことがない

家を出る時間 　　　　　　　　帰宅時間

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、
育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、
育休・介護休業中である

１週当たり 　　　１日当たり

フルタイム（1週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、
育休・介護休業中ではない

フルタイム（1週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、
育休・介護休業中である

あて名のお子さんの両方の保護者の就労状況についてうかがいます。

あて名のお子さんの両方の保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてうかがいます。

フルタイム（1週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、
産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム（1週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、
産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

保護者が両親以外の方の場合は、記入の必要がありません。

（２）へ

問12 (P6)へ

（2）-1へ

（1）-1へ
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（２）-1 （２）で「１.～４.」（就労している）に回答した方にうかがいます。

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間含む）」をお答えください。

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

時間は２４時間制でお答えください。（例）０８時～１８時

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。）

日 　 時間

（２）-2 （２）で「１.～４.」（就労している）に回答した方にうかがいます。

家を出る時間と帰宅時間をお答えください。

時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

時間は２４時間制でお答えください。（例）０８時～１８時

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字です。）

時 　 時

問 11

（１）母親

１.  フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

２.  フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

３.  パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望

４.  パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

（２）父親

１.  フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

２.  フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

３.  パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望

４.  パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

１週当たり 　　　１日当たり

　　　　　　　　帰宅時間

フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまるものひとつに○をつけてください。

家を出る時間

問10の（１）または（２）で「３．」または「４．」（パート・アルバイト等で就労している）に回答された方にうかがいま
す。該当しない方は、問13へお進みください。
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問 12

就労したいという希望はありますか。

あてはまる番号・記号（ア、イ）のそれぞれひとつに〇をつけ、該当する□内には数字をご記入ください。

(数字は一枠に一字です。)時間は２４時間制でお答えください。（例）０８時～１８時

（１）母親

１. 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２. １年より先、一番下の子どもが 　歳になったころに就労したい

３. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

　 　希望する就労形態 ア.　フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

イ.　パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）

１週当たり 日 時間

（２）父親

１. 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２. １年より先、一番下の子どもが 　歳になったころに就労したい

３. すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

　 　希望する就労形態 ア.　フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

イ.　パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）

１週当たり 日 時間

１日当たり

１日当たり

問10の（１）または（２）で「５．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６．これまで就労したこと
がない」に回答された方にうかがいます。該当しない方は、問13へお進みください。

村上市（小）  6



問 13

  １．利用している

  ２．利用していない

問13-1

週  日くらい →　うち土・日の利用が １．ある ２．ない

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

  １．現在就労している

  ２．就労予定がある／求職中である

  ３．家族・親族などを介護しなければならない

  ４．病気や障害をもっている

  ５．学生である／就学したい

　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問13-2

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

  １．現在就労していないから

  ２．就労しているが、学童保育所を知らなかったから

  ３．就労しているが、近くに学童保育所がないから

  ４．就労しているが、学童保育所に空きがないから

  ５．就労しているが、学童保育所の開所時間が短いから

  ６．就労しているが、学童保育所には利用料がかかるから

  ７．就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから

  ８．就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから

  ９．就労しているが、他の施設に預けているから

１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問13で「１．利用している」と回答された方にうかがいます。
あて名のお子さんについて、学童保育所の利用日数はどれくらいですか。また、利用している
理由についてあてはまるものに○をつけてください｡

学童保育所の利用についてうかがいます｡

あて名のお子さんは、現在、学童保育所を利用していますか。
あてはまるものに○をつけてください｡

問13で「２．利用していない」と回答された方にうかがいます。
利用していない理由は何ですか。あてはまるものひとつに○をつけてください。

平成２５年度から学童保育所の利用は、小学１年生から小学６年生まで拡大しました。

問13-2、問13-3 (P8)へ

次へ
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問13-3

  １．利用したい １．ある

週  日くらい ２．ない

  ２．今後も利用しない

問13-4

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

  １．現在就労している

  ２．就労予定がある／求職中である

  ３．そのうち就労したいと考えている

  ４．家族・親族などを介護しなければならない

  ５．病気や障害をもっている

  ６．学生である／就学したい

　７．就労していないが、子どもの教育などのために子どもを預けたい

　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 14

　１．学童保育所を利用したい 小学 年生まで利用したい

　２．クラブ活動など習い事をさせたい

　３．利用を希望するサービスは特にない

　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あて名のお子さんの小学４年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。
あてはまるものひとつに○をつけてください｡

問13-3で「１．利用したい」と回答された方にうかがいます。
今後、学童保育所を利用したい理由について、あてはまるものひとつに○をつけてください。

問13で「２．利用していない」と回答された方にうかがいます。
あて名のお子さんについて、今後、学童保育所を利用したいとお考えですか。
あてはまるものに○をつけてください。

→　うち土・日の利用 次へ
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問 15

１．知っている ２．知らない 　 

問15-1

１． 　

２． 子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用する

３． 祖父母や近所の人・友人等から預かってもらえないときに利用する

４． 親の冠婚葬祭等や買物等の外出の際に利用する

５． 小学校・学童保育所等の送り迎えに利用する

６． その他の目的で利用する

７． 利用したくない、または、利用する必要がない

問15-2

月に  時間くらい　 　

利用したい場合は、希望の時間はどれくらいですか｡□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一
字です。）

※ ファミリー・サポート・センター

育児の援助を「受けたい人」「行いたい人」を会員として組織する有償ボランティアのネットワークです。在宅で
子どもを預かることにより、共働きの方の仕事と家庭の両立や、子育てに専念している方のリフレッシュなど、
地域の子育てを支援します。保育園等への子どもの送迎、保育園終了後の子どもの預かり等の活動を行いま
す｡村上市では、平成２５年度より開始しました。

村上市ファミリー・サポート・センターの利用についてうかがいます｡

村上市ファミリー・サポート・センターを知っていますか。あてはまるものに○をつけてください｡

どのような目的で利用したいと思いますか。あてはまるものすべてに○をつけてください｡

主たる保育サービスとして利用する
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問 16

  １． あった

  ２． なかった

問16-1

ア． 父親が休んだ 日

イ． 母親が休んだ 日

ウ． 同居者を含む親族・知人に子どもをみてもらった 日

エ． 父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた 日

オ． 病児・病後児の保育を利用した 日

カ． ベビーシッターを利用した 日

キ． ファミリー・サポート・センターを利用した 日

ク． 仕方なく子どもだけで留守番させた 日

ケ． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 日

問16-1で「ア．」、「イ．」のいずれかに回答された方にうかがいます。

日１. できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

２. 利用したいとは思わない

問16-2
その際に、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。あてはまるものに〇を
つけ、日数を□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字です。）
なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にはかかりつけ医の受診が
必要となります。

あて名のお子さんの病気やケガをした際の対応・宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます。

この１年間にあて名のお子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。あてはまるものに○をつけてく
ださい。

問16で「１．あった」と回答された方にうかがいます。この1年間の対処方法とそれぞれの日数はおおよそ何日で
すか｡あてはまるものすべてに○をつけ、それぞれの日数を□内に数字でご記入ください。
（数字は一枠に一字です。半日程度についても１日としてカウントしてください｡）

１年間の対処方法 日数

問17 (P12)へ

次へ

次へ

問16-5
(P11）へ

問16-4 (P11)へ

次へ
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問16-3 問16-2で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と回答された方にうかがいます。

１. 他の施設（幼稚園・保育園等）に併設した施設で子どもを保育する事業

２. 小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

３. 地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（ファミリー・サポート・センター等）

４. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問16-2で「２.利用したいと思わない」と回答された方にうかがいます。

問16-4

１. 病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 　

２. 地域の事業の質に不安がある

３. 地域の事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない

４. 利用料がかかる・高い

５. 利用料がわからない

６. 親が仕事を休んで対応する

７. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問16-1で「ウ．」から「ケ．」のいずれかに回答された方にうかがいます。

問16-5

１. できれば仕事を休んで子どもを看たい 　 　 日

問16-5で「２.休んで看ることは非常に難しい」と回答された方にうかがいます。

問16-6

１. 子どもの看護を理由に休みがとれない 　

２. 自営業なので休めない

３. 休暇日数が足りないので休めない

４. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

病児・病後児を預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。あてはまるものすべてに〇
をつけてください。

そう思われる理由についてあてはまるものすべてに〇をつけてください。

その際に、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもを看たい」と思われましたか。
あてはまるものに〇をつけ、仕事を休んで看たかった日数を□内に数字でご記入ください。
（数字は一枠に一字です。）

２. 休んで看ることは非常に難しい

そう思われる理由についてあてはまるものすべてに〇をつけてください。

問17 (P12)へ

次へ

問17 (P12)へ

問17 (P12)へ
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問 17

計 日

ア． 日

イ． 日

ウ． 日

エ． 日

問 18

　

ア. 泊

イ. 泊

ウ. 泊

エ. 泊

オ. 泊

カ. 泊

問18-1

１. 非常に困難　　　　　　　２. どちらかというと困難　　　　　　３. 特に困難ではない

問18で「１.あった  ア．同居者を含む親族・知人にみてもらった｣と回答された方にうかがいます。

親族・知人にみてもらった場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまるものひとつに〇をつけてください。

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した
（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）

イ.以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用
した

仕方なく子どもを同行させた

 仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２.　なかった

この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さんを泊りがけで家
族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みます）
あった場合は、この１年間の対処方法としてあてはまる番号・記号すべてに〇をつけ、それぞれの日数も□内に
記入してください。（数字は一枠に一字です。）

１年間の対処方法 日数

1.　あった 同居者を含む親族・知人にみてもらった

２.　利用する必要はない

あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で年間何日くらい事業を利用する必要
があると思いますか。利用希望の有無についてあてはまる番号・記号すべてに〇をつけ、必要な日数の合計と
それぞれの目的別の内訳日数を□内へご記入ください。（数字は一枠に一字です。）
なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。

１.　利用したい

私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、
リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通
院等

不定期の就労

その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問 19

　 週  日くらい

週  日くらい

３. 習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週  日くらい

４. 児童館 ※１ 週  日くらい

５. 放課後子ども教室 ※２ 週  日くらい

６. 学童保育所 ※３ 週  日くらい → 下校時から 　時まで

７. ファミリー・サポート・センター 週  日くらい

８. その他（公民館、公園など） 週  日くらい

※１ 児童館で行う学童保育を利用している場合は「６．」に回答

※2

※3

問 20

（１）土曜日

１．低学年（1～3年生）の間は利用したい 利用したい時間帯をお答えください｡

２．高学年（4～6年生）になっても利用したい （ 　時まで）

３．利用する必要はない

（２）日曜日・祝日

１．低学年（1～3年生）の間は利用したい 利用したい時間帯をお答えください｡

２．高学年（4～6年生）になっても利用したい （ 　時まで）

３．利用する必要はない

時から

あて名のお子さんの日常生活、放課後の過ごし方についてうかがいます。

あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いま
すか。あてはまるものすべてに〇をつけ、それぞれ希望する週当たりの日数を□内に数字でご記入ください。
（数字は一枠に一字です。）
「学童保育所」の場合は、利用希望時間もご記入ください。時間は２４時間制でご記入ください。例：１８時

１. 自宅

２. 祖父母宅や友人・知人宅

「学童保育所」・・・地域によって[放課後児童クラブ]などと呼ばれています。保護者が就労等により昼
間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用にあ
たっては、一定の利用料がかかります。

問19で「６.学童保育所」に〇をつけた方にうかがいます。あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日
に、学童保育所の利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。
（１）、（２）それぞれについてあてはまるものひとつに〇をつけ、利用したい時間帯を□内に数字でご記入くださ
い。（数字は一枠に一字です。時間は２４時間制でご記入ください。例：０９時～１８時）

時から

「放課後子ども教室」・・・地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習やス
ポーツ・文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生
が利用できます。
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問 21

１．低学年（1～3年生）の間は利用したい 利用したい時間帯をお答えください｡

２．高学年（4～6年生）になっても利用したい （ 　時まで）

３．利用する必要はない

あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期休暇中の学童保育所の利用希望はありま
すか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。
あてはまるものひとつに〇をつけ、利用したい時間帯を□内に数字でご記入ください。（数字は一枠に一字で
す。時間は２４時間制でご記入ください。例：０９時～１８時）

時から
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問 22

問 23

問 24

問24-1
あてはまるものすべてに○をつけてください｡

１．たたくなど ４．食事を与えない

２．感情的な言葉 ５．放って置く

３．しつけのし過ぎ ６．その他（　　　　　　　　　）

問 25

問25-1

問 26

問 27

問 28

お子さんは、一日3回以上、間食（甘味食品・飲料）をすることがありますか。あてはまるものに○をつけてく
ださい。

お子さんは毎日朝食を食べていますか。あてはまるものに○をつけてください。

１．はい　　　　２．いいえ　　　　

配偶者の方はお子さんとよく遊んでいますか。あてはまるものひとつに○をつけてください。

１．よくやってくれる　　２．時々やってくれる　　３．ほとんどしてくれない

１．いる　　　　２．いない　　　　

子育てについてうかがいます。

あなたは、ゆったりとした気分でお子さんと過ごせる時間がありますか。あてはまるものに○をつけてくださ
い。

１．はい　　　　２．いいえ　　　　

あなたは子育てに自信がもてないことがありますか。あてはまるものひとつに○をつけてください。

１．よく遊んでいる　　　２．時々遊ぶことがある　　３．ほとんど遊ばない

子育てのことで気軽に相談できる人はいますか。あてはまるものに○をつけてください。

１．大いにある　　　２．わりとある　　　３.あまりない　　　４.ほとんどない

あなたはお子さんを虐待しているのではないかと思うことがありますか。
あてはまるものひとつに○をつけてください。

１．はい　　　　２．いいえ　　　　３．何ともいえない

　「はい」と答えた方にうかがいます。それはどのようなことですか。

１．はい　　　　２．いいえ　　　　

配偶者の方は子育てに参加してくれていますか。あてはまるものひとつに○をつけてください。
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問 29

１．子どもたちだけで食べることが多い

２．子ども一人で食べることが多い

３．家族で食べることが多い

問 30

１．３食きちんと食べること ４．食事のマナー

２．好き嫌いをなくすこと ５．家族揃って食べること

３．バランスのよい食事 ６．その他（　　　　　　　　　）

問 31

問 32

問 33

問 34

平日 　時ころ 休日 　時ころ

問 35

平日 　時間 休日 　時間

問 36

平日 　時間 休日 　時間

問 37

平日 　時間 休日 　時間

問 38

平日 　時間 休日 　時間

問 39

平日 　時間 休日 　時間

１．知っている　　　　２．知らない　　　　

あて名のお子さんは一日何時間くらいテレビを見ていますか。

ご家庭のテレビは一日平均何時間スイッチが入っていますか。

あて名のお子さんの家庭学習時間は一日平均どれくらいですか。

あて名のお子さんが外遊びをする時間は一日平均どれくらいですか。

あて名のお子さんはテレビゲーム等を一日平均何時間くらいしていますか。

休日や夜間の小児救急医療機関を知っていますか。あてはまるものに○をつけてください。

家族に喫煙をされている方はいらっしゃいますか。あてはまる方すべてに○をつけてください。

あて名のお子さんが寝付く時間はだいだい何時頃ですか。

お子さんの食事に関して特に気をつけていることはありますか。あてはまるものに○をつけてください。
（○は３つまで）

お子さんが高熱を出すなどの急病の場合、すぐに診てくれる医療機関がみつからず困ったことがあります
か。あてはまるものに○をつけてください。

１．ある　　　　２．ない　　　　

１．父　　　２．母　　　３．祖父母　　　４．その他（　　　　　　　　）

お子さんと一緒に食事をとりますか。あてはまるものひとつに○をつけてください。
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問 40

問 41

１．

２． 子連れでも出かけやすく楽しめる場所

３． 子育てに困った時に相談したり情報が得られる場所

４． 子育てに関する情報のメールサービス

５． 子どもたちだけで自由に遊べる場所

６． 専業主婦など誰でも気軽に利用ができる保育サービス

７． 安心して子どもが医療機関にかかれる体制の整備

８． 多子世帯の優先入居など、住宅面の配慮

９． 残業時間の短縮や休暇の取得促進など、職場環境の改善

１０． 子育てについて学べる機会（育児講座、研修会など）

１１． その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 42

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

同封の封筒に入れて、学校の先生へお渡し下さい。

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入くだ
さい。

親子が安心して集まれる身近な場、イベントの機会（公園、レクリエーション会など）

お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度について、あてはまるものひとつに〇をつけてくださ
い。

満足度が低い　　　　　　　　　　　　　　　　　　満足度が高い

　　１　　　　　２　　　　　３　　　　　４　　　　　５

今後、どのような子育て支援の充実を望みますか。あてはまるもの３つまでに○をつけてください。
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≪用語解説≫ 

◎認定こども園とは？ 

  幼稚園と保育園の機能を併せ持ち、就学前の子どもに幼児教育・保育を一体的に提供す

る機能と、地域に子育て支援を行う機能を持つ施設です。 

 （村上いずみ幼稚園・村上こひつじ保育園） 

 

◎幼稚園とは？ 

  満３歳～小学校就学までの幼児を教育し、心身の発達を助長するための教育施設です。 

（村上幼稚園） 

 

◎保育園とは？ 

  保護者が就労等の理由で保育に欠ける乳児又は幼児を保育することを目的とした児童福

祉施設です。 （村上市立保育園 [市内には現在 20 園]） 
 
◎地域子育て支援センターとは？ 

  地域の子育て家庭に対する育児支援を行うため、子育て広場、相談事業、育児講座等を

行います。未就園のお子さんとお家の方が対象となります。各地区に一カ所子育て支援セ

ンターを設置しています。 

 

◎児童館とは？ 

  気軽に利用できる子どもたちの遊び場です。遊びを通じて、体の成長や心の安定を援助

します。未就園のお子さんとお家の方が対象となります。また、土曜の午後に小学１年生

から３年生を対象とした「なかよしクラブ」を行っています。（村上地区のみ。二之町、南

町、岩船、瀬波の４児童館） 

 

◎学童保育所とは？ 

  放課後、保護者等が不在の小学生の健全育成と福祉の増進を図ります。平成 25 年４月か

ら、小学６年生まで対象を拡大しました。各地区合計で 12 か所の学童保育所を開設してい

ます。 

 

◎放課後子ども教室とは？ 

  学校、家庭、地域が連携をして、地域全体の子どもを育む活動です。放課後や週末、長

期休暇などに、さまざまな体験活動を実施しています。（村上小学校、村上南小学校、瀬波

小学校、保内小学校、金屋小学校） 

 

◎ファミリー・サポート・センターとは？ 

  市民が仕事と育児を両立させ、安心して働くことができる地域づくりを進めるため、「子

育てを手伝ってほしい人（依頼会員）」と「子育てを手伝う人（提供会員）」が、それぞれ会員

となり、地域で子育ての助け合いを有償で行う会員組織です。 
 

村上市ファミリー・サポート・センター（通称ファミサポ） 

 村上市ファミサポは、平成 25 年 7 月に開始しました。現在、依頼会員、提供会員を募集中

です。すぐに利用できるように、事前の登録をお勧めします。 
 詳しくは、下記までお問い合わせください。（月～金 8:30～17:15） 
   ０２５４－６６－７２９７（神林子育て支援センター内） 
   または各子育て支援センター、福祉課子育て支援室（53-2111 内線 243） 
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